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58. 水相の生育並びに収量に及ぼすパラチオン乳剤の影響について 田村市太郎 ･飯L3間道

(出林省 北陸現業試験場 苦虫研究室)32.9..13受理 J

肥料条件を只にするポット栽培水稲にたいして, パラチオン乳剤を,撒布･班注･泥土の3処理で

応用したとこう,生育指数は倍肥区で高く, 収正は胎児条件下で況土処甲をしたものがかな.りの増

加を示した･すなわち,6月下旬泥土が虫高収虫で8月中旬泥土がこれについだ･しかし,これら.の

和田処理では倍肥区は逆に知処理よりも低収化し, かえって普通肥区の方が増収傾向を示したこと

は試された開嘩となった･

ま .え が き
∫

撒布された各班の有機合成剤が,土中に残存又は累

和されて,いかなる作用を誘起するかについては,皮

近とくに注目されているところであって,それらの詳

細は,なお,将来にまつべきものが多いが,作物並び

に等虫にたいする短期的な膨轡については若干の業銃

がみられる.末永･山本I)はパラチオン粉剤の土中出

川によって稲作期間中の雷由制圧に役立つはか,活日

すべき和収をもたらすことを公表し, 腰原 ･岡本5)

もBIIC粉剤の土中施用によるニカメイチエウ1化
肌防除の可舵性を想定した. この報文はこの種の菜

机にLW辿するも.のでもあろうが,その動機は,員衷仙

よJ)パラチオン税布田の水稲生育相がはなはだしく好

舵するらしいという疑問をしばしば提示されたことに

はじまる.著者らは, これらにたいする説明Ef料を得

るとともに,肥培条件,適用時期,適用の限度などに

ついても堵祭のff料を得ようとし,昭和28年及び29年

に3J:験を行った1･2).本報は昭和29年における成約の一

部である.

試 験 方 法

ワグナー2万分の1反ポットに水稲品種シロガネを,

1ポット2株,1株1本椴とし,野外の大型金アミ枢内
に配出して次の処理を行った.まず.処理時期は当地

方に放けるユタメイチユウ各化糊の防御 寺跡こ準じて

区分し, 1化防除期にあたる6月20日処理群を first

group, 2化防除期にあたる8月10r日と17日の2回処

理群を secondgroup,及び1化2化を通じての3回

処理群を thirdgroupとした. 各群内の設計は同様

式とし,鵡剤の処理方法は,柴面撒布と,全英虫を械

概水中に注入する湛水濯注と,落水してから全英量を

土表に撒き宙ちに混和する退水泡土,及び培準紐処理

(各耶共池)とに分けた. つぎに,各処理区は標準細

処BJ!もふくめて如肥区 ･普通肥区及び倍肥区に細分し
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た･したがって,合計3Q処理区となり,3迎制で90ポ

ットを設定したことになる. ここで辞通肥とは,1ポ

ット当りの N.P.K を成分重で 0.5gr施風 位肥と

はlgrずつ施用したもののことである.薬虫はニカメ

:1チユウ防除の実用法に準じて,I6月20日には11500ItY

(0.03%)を反当8斗の割合 (株当薬絞出9.6cc),8月

10日と17日は1000倍 (0.05%)を反当1石2斗ずつの
∫

割合(株当非液虫 14･4cc)とした･羊のようにして,

生育要素としては草丈 ･茎数･出柑朔･秤長及び槌Li

香,収位物としては全式･柑冠･精粗重･玄米Ei及び

1000粒重を調査した.

試 験 結 果

生育変動 草丈及び茎数は迫目的に定期.W立を行っ

たが8月4日の数値をとり出して比較すると荊1誠の

ようにa,b,C,各群を誼じて脚 巴七は放低位,倍皿

では最高位である.つぎに,比較を一元化するため印

丈と茎数%_乗じて100分の1とした生育fE?数について

みると,firstgroupでは茄面撒布の倍肥区がき成処理よ

りわずかに高位のようであるが, この幌向は stecond

group及び thirdgroupとも一致している. しかし,

鮒 巴と普通把とは錘処理よりやや低位文書.i同位を示し
ている.

出班始と出棺期 各群を通じて出坤始は8月21日か
ら25日,出甜湖は8月23日から27日のひらさを示して

いるが,処理間での幌向はなんらみとめられない.

群長と班長 全般的な傾向として,_相良は知宅肥区に

短く倍肥区に長く,相良は逆に鰯肥区に良く伯肥区に

短い.したがって,秤長と甜長の和にたいする相良の

比,すなわち班長率は,知肥区が庇も拓くて倍肥区が

最も低いという例向は,大体において全般的なもので

ある.しかし,対処理区にたいする各処理区の和式軍

は各群ともやや低位を示すようにみられる.
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Table1.EEEectoEeI血IsiE王crofethyl･parathiontotIlep一antgrowth.
8.Firstgroup,treatedon20thoEJune..

T血 tm?nt MEmurC Ph一一tー ･No.oE lndeXof Stem Ear 1くntioofcarcon'dit王onheight stems ptantE!rOWth tength .length■･lcngth
(-Eertiliヱed) (a) (b) (ab/100) (e) .(d) 100くー/(C+a)

Normal 69 32 1 .76 163 . 177
Twice 81l 甲 一 397 83 159 161

Nor血al. 68 39 . 5 ･71_ 15 ･179
∫.Twice 81 46 373 79 14oー 151

Normal ･68 .′ 38㌦. 8 ー 72.. p161 183
Twide . 80.. 47 1376 78 160 . 170

Not1-treatment 灯on: -59 i6､ ･3.5 65 -17.3 - 210Normal - ･67~ 39 ■26.1 73 16.7 ノ 186

b.Secondgroup,treatedonlothand171hoEAugust.

C.Thirdgroup,treatedon20thofJuneandlothand17thofAugust.

全血と甜血 企正すなわち株の地上部公式は各刑と

も軒別巴区にかろくてL藷肥区に3Iiいが,これは柑iliで'も

同じである.柑式率にすると多少乱れるが一定の傾向

はない.各粥を通じて処世区の柑玉串は按準純処理区
に比べるとやや低いかのようにみられる.

･精根正 全般的な傾向としては無肥にかるく倍肥に

ぷい.各矧こおける接準舛処理にたいする各処理の精

粉塵は,一般にわずかな低位を占めるようであるが,

ただ,倍肥区だけは 2,3の例外まあるにしても,処

班区のTJ'1籾爪の方がrJく.それが,氾土処FJ!及び雑注
処理に放て多くみられるのは江口すべきJエtといえよう.

玄米韮 手代肥区に促く倍肥区に3Eいのが全般的幌向

であるが,紙処理区にたいする比較では,各群内め無
･肥及び普通肥区が無処理と同位又はわずかに低位であ

るのに比べて,倍肥区では特に標準無処理を上まわる

ものがみられ 有効的な好饗を感知できる/

1000粒韮 全般的には倍肥区が知肥及び普通肥区よ

rりわずかに低位を示すようであるが,餌肥と辞退肥と
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Table2.Vaiiationofltheyield(averagep占rlLhill).

a.Firstgroup,treatedon'20th ofJune.

Trcatment▲ Manure. Total ･Eaト Ratioof we王ghtofunhulled-rice WeightJqfgrains Yield Weight.
condition we王ght◆ vJeight earwe王ght indeXof of1000
(-fertili2:ed) (e)- -(i). -(100f/e). grains.- grains--

Sprayed Non. ･gr21.2 -.gr9.8 %.- 46.2 ･~gr9.2∴ gr7.5. 27. gr･20.1Normal 747 357, 1478 33.2 ,26.8 p .97 213`
Twice 10 0 463 4 0 43.2 35.5- 129 191

.Twice 923 8. ･'431､-､ .375 _31.8 ~̀ .115 192

MiXedintoSoil Non 165 7357 ■ 467 -■ 7330 5.8.. 21 . 213.:

Non-treatment Non 175. 9362 526 . 3 ･6.8, 25. 203Normal 7 2 . 0 485 8 27.5 100 :206

b.Secondgroup,treatedonlothand17thofAugust.

Sprayed ･Non 16.3 8.3 50.9 1 7.5 6.2 ･22 19.6
Twice. 1028 7 41｣5 7. 32.3 117 ･191.

Injected ･Nom 195 8･ 35･385 43.6 83334633455◆ 6.7 24 ･20198

Normal 772 , 2■ 45.4 ＼ 0 ､267. 97 9

Twice 902 ■7 l42.9 8 2855 104 193

.MlxcdintoSoil Non. 167 7362 . ･43.1 3 ■ 0. 18.･̀194Normal ､770. 0 46.8 7 27378 .101■ ･213Twice 1105 ･5 3 45.5 5 3 136_ 195

C.Thirdgroup,treatedon20thoEJuneandlOth and17thofAugust.

の問には明らかな差はない.しかし,処理と畑処理と

の間では,各群とも兆剤処理の方が如処理よりも高位

であるか又はは七んど同等とみとめられる.

考 察

以上の争調査結果からみると,生育指数が各処理の

侶肥区で標準細処理より高い悦向にあること,細長率

が,少数の例外をのぞくと,如処理よりも低位にある

こと,一すなわち,砧長よりも群の伸長姥が高い醗向に
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あることなどを考え合わせると,水稲にたいするパラ

チオン剤の抜触は,,肥料条件との組合せにわいて,潔

韮生長を促進方向に変劫させるらしいことがうかがわ

れよう.このことは,薬剤処理による柑BI率が畑処理

に比べて低いこと,いいかえれば,結実生長としての

由形成よりも栄衣生長としての体詔形成の方に助長的

であるーらしいことからもうらずけられそうに思われる.

精根重でも倍肥条件下の処理だけが如処理より芯位を

示すもののあることからもうなずけよう.
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Fig.1.Rehtionbetweenthedateoftheap-

pl王cationandtheyieldindexoEthegrains.
Brokenlinesarenormal-and501idlinesare

thetwice-fertil王2;edconditions.

I:June,20th.II:August,lothand17th.

耶 1図は普通肥区と倍肥区とについて, 処理方法

別に,処モ即寺川と収招比との関係を比較したものであ

ら.これによると,普通肥条件下の各区では幌向的に

は6月20日処理の firstgroupから6月と8月の雨期

に処理した thirdgroup の方が増収幌向をたどって

いるよLうであるが,しかし,これと招準nTC処理との差

はあまり明らかなものではない.ただし,倍肥条件下

では,firstgroupに属する粟両撒布及びfirstgroup

と secondgroup に屑する況土処理とが班準灼処理

A:りも和収的で,特に泥土処理の増収皮が甚だ前いこ

とは注目に岨する.しかしながら,この倍肥条件下で

処理を行った場合でも,処理時期及びパラチオン通用

の放皮からみると普通肥楳件下でのそれとは全く逆に,

firstgroupよりもsecondgroupの方が収虫比はい

くぷん低く,secondgroupよりもthirdgroupの方

がさらに急激な低収幌向を示したことは極めて重要な

疑問点であろう.この間超の解析は今後に属するとし

ても,これをパラチオン剤による召詔隆文は土佐磁化

等の方向に前日することよりむしろ栄養面での過剰又

は不均術等の耐 こ原因があるのではあるまいか.m村
及び対円沢】)が別に行った溺敬にJ:れば, パラチオ

ン処矧ま水田の水中生物を致死させ. それらの肥効

も相当みとめられるようであるから, 兆刑処群と侶

肥とによる不正'il'.yな栄荘過剰は少くとも1原因として

考えてよかろう..このような強度の混土条件を除けば,

パラチオン剤による水稲の増収的変動は,菜面撒布及

び班江よりも氾土処理において朗著なものがあるらし

く,その有効性を高める処理時期は稲作期間の前期に

I
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かたJ:つて求められそうに批正できるが,この山では

末永攻び山木の認fl'Iをうらづけるものともなろう.つ

ぎに,'Jir郡LE川揃 から,いささか発LE史的に考究くすれば.

把皿肥脚 J田に如いても,J{.ラ≠オンみずからが殺LE

物的肥効を訂右めてl別巴bb･川に近づけT:先作をi.11'火づけ､

ることも危岬できJ:うから''･ニカメイチチッ1化川又
は2化JpJのlTl班処ELlで,部面撒作や和江が多収方向を.

現わすことも考えられよう.また,四m肥下での泥土

iまthird groupL内の氾土が示したような恕形額を和

好化するはかむしろ増収傾向にみちびくかもしれない.､

これらのことは, この試験における兆剤処理各区の

1000粒式が招準知処理に比べ岳と恋いものの多いgi天

からも推定できそうな気もする.

1 水稲の生育及び収血にたいする!ヾラチオン乳剤
の彫哲を知ろうとし,ポット胡枯和について,爪肥.
普通He,倍肥下にわいてニカメイチエウ1化の防徐糊

にあたる.6月20E日 Eirstgroup), 2化防除糊にあた

る8月10日と17口 (secondgroup)及びとれらの刑

期 (thirdgroup)に, 撹布 ･細江及び氾土の3処理

法によって兆剤接触を行った.

2 串丈及び茎数による生市田数は各処理の僧肥宜

が畑処矧 こくらペて朽位を示したが,9拭把と沖誠把は

いずれもわずかに低位又は同位とみとめられ 山村始

及び出柑糊については-Jqの帆向が矧11できない.な

れ 相良率は 2,3の例外を除くと兜モ処班J:りやや低

位を示すようである.

I3一全訳にたいする柑m串は畑処理区に比べて各処
理ともやや低く,!J')籾zriは倍肥区の大部分が1.1g:処理よ
り韮いが,伯の処理各区はやや軽いものが多いように

思われる.

4 玄米重は無肥及び普通肥ではnj]らかでないが,

倍肥では6月20日の菜南柏布と泥土 (firstgroup)及

･び8月10と17日の氾土 (secondgroup) とは打耶灼

処理をこえ,年別こ氾土にわいていちじるしいが,和江

では劣っている.1000柁ITrEは各処即を迅じて知モ処皿J:

1)も州 立文は｢8位とみとめられる.

5 以上の糾穴から, パラチオン乳剤の水稲にたい

するW矧ま多肥射′ト下に才uIL､て大きく,また,況土処

FJlにおいて出も跡25=であるが,処現時期はfrU糊はど効

舛的に収爪を相加するようである.ただし,ニカメイ

チユウ1化及び2化のyJ'徐糊にあたる6月と8月の雨

期処理は,田辺肥区では多少のfm収切llqJであるが,描
肥区ではかなりのは収帆句をたどるようである.
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R占8Ⅷ 占

Duringpastyears,ithavebeenaquestionfor

Earmcrsthatthegrowthofthericeplantseems

tobecomegoodbytheapplicationofparathion

inthepaddy■field.･Thereforetheallthorshave

Studicdpreliminaryfrom1953toclarify-thisques･

(ion.andthisreportdealtwiththeresultsof

cxper王mcntin1954.

･Thecmu15ificrofparathionwereapplied by

followingmethodtothericeplantscultllredin

cxporimcntalpots.Namely,theparathionwas

8pmyedonplaヮtsurface-injectedintothewater

4ndmixcdwith paddysoilonthe20thofJune

corrcsponding to controlling time ofthelらt

brood oEtムcrice stem bo.er(1stgroup),on

boththelothand17thofAugustcorresponding,

tocontrollingtimeof2mdbroodofsaid insect

(2ndgroup)andonallthreedates(3rdgroup).

Theparathiotldilutionusedperhillcorrespond

lp9･6cc890･03% on20th Jnneandto14･4ccas

0.05% onlothand17th ofAugust.Moreover,

above all treatments were conducted under

lhrccmanureconditionssuch asnon,normal,

andtwicc･normalfertilizers･ThefeSllltsobtained

wcrcsummarizedasfollows;

1.1ntheplotsoftwicefertilizers,"theindex
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ofp一antgrowth",multip一eofplantlleightand
numberofstems,ofthericeplantstreatedwith

parathionarehigherthannon･treatedstandard,

buttllOSeOftheotIlerSare lower tIlan the

standard or equaltotit.Variationofthecar

length tothe;ten length aresomewhatlower

thanthenon･treatment,excepta■fewplots.･

2:Theratiooftheearweighttothetotal

plantweightarelowerinsomedegreesthantile

non･treatment.TheunIlulledriceintlletWice･

fertilizedplotstreatedwithparathionareheavier

than th占standard,butinthenonornormal･

fertih'zedplotsabov9relatl'onship､seemstobe

unsign王ficant.

3.1ntIletWice･fertilized condition,tIlegood

sprayed plotandmixedplottOfthelstgroup

andmixedp一otof2ndgroup,especiallyremark-

ab一einthemiXedp一ot,buttinnonandnormal-

fertilizedcondition thisrelationshipisnotclear.

Theweightof1000-grainsinthea一ltrearmcnts

arehigherthanthenon-treatmentorthemostly

equal.toit.

4.Fromtheaboveresults,theeffectofthe

emulsifierofethyl-palathiontothericeyieldare

recognizedtobevery,highertherich､･fertilized

.conditionthan thepoorone･except3rdgroup･

Especialtytheeffectinthecase.mixedintosoil

ismostremarkableand themosteffectivedate

ofth王S-application isc,onsideredtobeinthc

e?rlyperiodofthericeplanting･

5.Atthelast,itisremainedtobe'animpor･

tantquestion that,with contrarytothetwicc･

fertili2:edplots.thericeyie一dsinnormal･fertiliz･

edplotsof3rdgroupseemstobemorethanin

theothertwogroups.


